
 

 

 

 

 

 
 

イチゴ栽培研修会を開催！ 
 

 

10 月 26 日に管内イチゴ生産者の技術研鑽組織である東近江地域少量土壌培地耕イチゴ

栽培研究会（40戸）の栽培研修会が開催されました。今回は、研究会と連携し滋賀県新品

種「みおしずく」の情報を管内の研究会員以外の生産者にも周知するため広く声掛けを行

ったところ、併せて 26名が出席されました。当課が講師として、厳冬期に向けた今後の栽

培管理のポイントや新品種について説明しました。 

 

研修では、今までのイチゴ栽培の状況を振り返り、厳寒期に向けた栽培管理について説

明しました。特に、収穫に向けてハウス内の温度や養液管理等により如何に樹勢を維持す

るか具体的に温度やＥＣ値を示しながら説明しました。難防除病害虫であるハダニ類、う

どんこ病に効果の高い防除方法についても、理解を深めてもらいました。 

また、新品種「みおしずく」の令和５年産苗申し込み期日 10 月 28 日を前に、改めて県

としての振興方針について生産者へ理解を促しました。 

研修後半は、令和４年産新品種栽培ほ場で現地見学を実施したところ活発な意見交換が

行われ新品種への理解が深まりました。 

今後も引き続き生産者へ新品種について情報提供を行うとともにイチゴ生産者の生産安

定と収量・品質向上に向け支援を行っていきます。 
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